
PlayStation版 DRAGON QUEST IV
リカバリータイムアタック大会

※忙しい方は次のページの「ごあいさつ」から読み始めても、特に問題ありません。

あいつの家。
「ずっとふたりでカタンやってるのもちょっと
飽きたね」
「…そうだね。次何する？」
答えはなく、ふたりは沈黙した。お互い少し疲
れたということで意見が一致したようだった。手
持ち無沙汰になって、僕がなんとはなしに視線を
逸らすと、本棚が目に留まった。理工系の、ハー
ドカバーの専門書がいくつか。漫画や小説もあ
るにはあるが、数は多くない。そのほか、僕の目
から見て特に変わった本はなかった。音楽の趣味
は…僕にはよくわからなかった。
ゲームもあった。これもあまり数は多くない。
名前は知っているけど、ちょっとライトユーザー
向けで僕には物足りないかな、と思ってやらな
かったゲームが大半だった。でもその中にドラゴ
ンクエスト IVがあるのを見つけた。ドラクエ IV
なら、だいぶやった。
「ドラクエ IVやったことあるんだ」
「話は好きなんだけど、RPG ってあまり得意
じゃなくて」
僕は少し得意になって、
「セーブデータまだ残ってる？」
「え？ 多分残ってるんじゃないかな。見てみよ
うか」
そう言うとあいつはメモリーカードを差してド
ラクエ IV を起動した。ソニーのブランドロゴや
ドラクエ IV のタイトル画面でちょっと待たされ
る。この間がなぜか落ち着かない。
やっとデータのロード画面になり、データを確
認してみると、確かに冒険の書は残っていた。僕
はコントローラーを借りて、おもむろに残って
いた冒険の書のなかで一番進んでいるのを選び、
ロードしてみた。
「あー…、もうちょっとやればクリアってとこ

ろね」
「そうなんだ。ちょっとずつ進めてたんだけ
ど、この先のボスに勝てなくて諦めモード入っ
ちゃって」
見ると勇者以外みんな死んでいる。しかもお金

がまったくない。めぼしい装備も大半は売り払わ
れた後らしい…。何度負けたんだろう。それもそ
のはず、この段階にしてはかなりレベルが低いの
だ。得意じゃないって言ったけどこのレベルでよ
くここまで来たなぁと感心する。次のボスは壁だ
から、ここで詰まっちゃうのもわかる。
僕にはちょっとした企みがあった。
「ねえ、これクリアしちゃっていい？」
あいつは一瞬あっけにとられたような顔をした

がすぐに微笑んで、
「…うん。いつかクリアしようと思ってたけど、
せっかくだからそういうのもいいね。見てるよ。
でもこんな状態からクリアできるの？」
「大丈夫だ、問題な…ううん、大丈夫だと思うよ」
そう言って僕は 10分ほどそのロードしたデー

タでいろいろ状況を調べ、戦略を考えた。そして
一旦リセットし、データを再ロード。集中してプ
レイし、1時間強で無事デスピサロ撃破までこぎ
着けた。一手間違うと負けていたかもしれない、
緊張感のある戦いに勝利した安堵で一息つく。落
ち着いて、そしてふと見たあいつの横顔。楽しげ
で、無邪気な目に驚きと興奮をたたえているよう
に、僕には見えた。

季節は晩秋、窓の外は美しいオレンジ色。暖房
がよく効いた部屋の中は、ちょっと暑い。

——ソレナン・テ・エローゲ
『サムシング・ビギンズ・ウィズ・

リカバリータイムアタック』
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ちなみにこのあと「あいつ」が宇宙空間に放り
出されてしまい、あわてて「僕」は宇宙船の外に
出て「あいつ」を制限時間内にうまくキャッチす
るというリアルリカバリータイムアタックをする
ことになります。成功するとふたりの絆が深まる
そうです。なんという超展開。でもどっかで聞い
たことあるような…。

ごあいさつ
冗談はさておきこんにちは。いきなり三文小説
の抜粋なんて載せてすみません。この度は駒場祭
の東京大学ゲーム研究会の出展に足を運んでくだ
さったことに感謝申し上げます。11 月 21 日の
メインの企画は、この PS版ドラゴンクエスト IV

のリカバリータイムアタック大会です。この記事
ではこの企画について簡単に説明したいと思い
ます。

リカバリータイムアタックとは
リカバリータイムアタックは、あらかじめ用意
されたセーブデータをロードして、指定されたク
リア条件を満たすまでの早さを争う競技です。過
去東京大学ゲーム研究会主催で 3回リカバリータ
イムアタック大会を行い、今年が 4回目になりま
す。毎回 1つのゲームを題材に行いますが、今年
は PlayStation 版ドラゴンクエスト IV がテーマ
です。この競技に、今年は真珠・えぐち・イリア
ス（敬称略）の 3 人がプレイヤーとして挑戦し、
タイムを競います。
「あらかじめ用意されたセーブデータ」とは、例
えば「勇者以外がみんな全滅しているのにお金が
ゼロで蘇生資金がなく、装備もあらかた売り払っ
ており、しかもみんなレベルあまり高くない」と
いった、一見この先進めなさそうにも見える厳
しい状況に置かれたデータであることが多いで
す。（今回の企画で実施されるものがそっくりこ
の通りになるわけではありません。）それを用い
て「指定されたクリア条件」、例えば「デスピサ
ロ撃破」を達成しなくてはなりません。この用意
されたセーブデータとクリア条件をまとめて「問
題」と呼んでいます。プレイヤーは自分の持って
いるゲームの知識と経験を動員して頭をひねり、
他のプレイヤーよりも早く問題を攻略しなくては

いけません。ここで重要なのが、プレイヤーは問
題の内容は事前には一切知らされないという点で
す。プレイヤーは問題を見てすぐに戦略を考えて
それを実践することを求められます。このように
アドリブ性が高い競技なので、本当の「タイムア
タックの実力」が反映されやすいと言えます。
このような競技ですので、観客の方々にとって

はただプレイヤーがやることをゲーム画面だけ
で見ていても理解しづらいと思われます。十分に
理解しながら観戦して楽しんでいただくため、問
題の見所を詳しく解説する資料を毎回の問題が始
まる直前に観客の方にお配りしています。また、
プレイ中にも現在の問題の資料は受付で配布し
ます。ぜひこの資料と一緒にプレイヤーのプレイ
をご覧になってください。ただし、プレイヤーに
とってヒントになってしまわないよう、資料に書
かれた内容をプレイヤーに聞こえるようにしゃべ
るなどの行為はご遠慮ください。

リカバリータイムアタックのルール
1. 問題は全部で 5 問、それぞれの問題につい
てクリアタイムを競います。各問題には制限
時間が設けられています。これを超過した場
合、その問題に限ってはリタイア扱いとなり
ます。

2. 各問題につき、1位 3点、2位 2点、3位 1点
を得ることが出来ます。リタイアした問題に
ついては得点を得ることが出来ません。全て
の問題が終了した時点で最も多くの得点を獲
得しているプレイヤーが優勝となります。同
点の場合はリタイヤした問題の数が少なかっ
たプレイヤーを、次に 1位をとった回数の多
いプレイヤーを優先します。それでも決まら
ない場合は同順とします。

3. 各問題につき、クリア条件が発表されてから
数分間、問題の内容とセーブデータの状況を
把握するための時間が設けられています。こ
れを「調査時間」と呼びます。この時間はク
リアタイムに含まれません。調査時間の長さ
は問題の難易度により変動します。

4. プレイヤーには各問題の調査時間が始まる直
前に問題データの一部の情報をまとめた紙面
を配布します。（この紙面の内容は、観客の
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方々にお配りする資料の 1ページ目の内容と
共通です。）紙面には、問題のクリア条件、調
査時間と制限時間、各キャラのレベル、覚え
ている呪文、所持品、袋の中身、所持金、ゴー
ルド銀行預かり金額、カジノコイン枚数、拾
得可能アイテム回収状況、移民の町の現在の
人数構成が記載されます（移民のタイプごと
の人数、および合計人数のみ。名前や出身な
どは記載しない。また移民の町がどの段階に
あるかも記載しない）。これを適宜参照しな
がらプレイを行ってよいものとします。

5. 調査時間終了後、プレイヤーは任意のタイミ
ングで一度リセットボタンを押して本番を
開始します。本番中のセーブ・ロードは自由
ですが、調査時間に作成したセーブデータの
ロードは認めません。タイムは「調査時間終
了時」から計測します。

6. 裏技については、
• 〈バロンのリレミト〉デスキャッスルを
一度突破してから再び入りリレミトを唱
えると、バロンの角笛を持っていなくて
もデスピサロ戦で馬車を使用できる

• 〈馬車殴り〉味方のコマンドを一度入力
してから×ボタンで戻りその味方を馬車
に入れておくと、そのターン中に敵の攻
撃で外の味方が全滅したとき、馬車内に
いた味方のうち敵よりも行動順が遅い者
は、そのターン中に行動できる。これを
利用して、1ターンに 5人以上を行動さ
せることができる

以上の 2つのみ使用を認めます。これら以外
の技を本番中に使用した場合、使用前のデー
タをロードして再開しない限りその問題のク
リアを認めません。

7. プレイヤーの攻略本、手書きメモなどの持ち
込みは自由です。また、連射パッドや電卓な
ど、ゲームそのものに影響を与えないものの
使用も自由です。

8. プレイ中、他プレイヤーのプレイを見ても構
いません。（なお調査時間中はプレイヤー間
に仕切りを設けてあるため、この時間は他プ
レイヤーのプレイを見ることはできません。）
また、駆け引きなどを目的とした発言も自由

です。ただし
• 他人にアドバイスを求める行為
• ゲームと関係ない発言
• 必要以上に大声の発言
については禁止とさせていただきます。

プレイヤー紹介
真珠 極限攻略研究会に所属し、過去にドラゴン

クエストシリーズを中心とした、数々のや
り込み作品を発表している。東京大学ゲーム
研究会会員ではなく、ゲストプレイヤーとし
ての参加となる。PSDQIV累計プレイ時間は
300時間程度、PSDQIVにおけるやり込みと
して「呪文特技禁止クリア」がある。タイム
アタック系のやり込みではサガフロンティア
の全シナリオ RTA で 9 時間 54 分 18 秒の
記録がある。リカバリータイムアタック大会
へのプレイヤーとしての参加は、今回がはじ
めて。

えぐち 東京大学ゲーム研究会所属。過去の東京
大学ゲーム研究会における企画の多くに参
加し、数々の作品のタイムアタック経験があ
る。代表的なものとして SFCDQIIIRTA の 2

時間 55分 56秒、FFXIIRTAの 6時間 46分
36 秒等がある。PSDQIV の経験は 3 名の中
で最も少ないが、先日 RTA で 5 時間 26 分
25 秒の記録を出した。リカバリータイムア
タック大会へのプレイヤーとしての参加は 3

回目で、過去 2回でも優勝している。
イリアス 東京大学ゲーム研究会所属。過去の東

京大学ゲーム研究会における企画の多くに
参加し、数々の作品のタイムアタック経験が
ある。PSDQIV の RTA 経験があり、5 時間
11分 22秒の記録を持っている。2008 年の
PS2DQV リカバリータイムアタック大会に
はプレイヤーとして参加。リカバリータイム
アタック大会へのプレイヤーとしての参加は
今回が 2回目になる。

文責：0-shi / @witchmakers
※冒頭のショートショートは架空の作品です。
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